




The Process of Generating Healing Energy in Forest Therapy:
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土台とした現地調査と文献の情報による．2018
年 8 月から 2019 年 6 月まで，筆者は長野県信濃
町を 3 回訪問し，森林セラピーに参加し，聞き取
り調査と参与観察を行った．
3．研究の概要
　本論文は 6 つの章から構成されている．その構
成を概観する．第Ⅱ章では環境観光がどのように
発展し，ウェルネス・ツーリズムのケーススタ
ディである森林セラピーが誕生するまでの過程を
追っている．第 2 節においてウェルネス・ツーリ
ズムの定義を整理し，第 3 節において森林セラ
ピーの歴史と，森林セラピーが日本国内外でどの
ように展開するのかを説明した．現在森林セラ
ピーに関する先行研究で不足しているところを指
摘した．つづく第Ⅲ章は先行研究の検討である．
　とくに「癒し」ブームやスピリチュアリティ文
化，自己変容，呪術理論に関する人文社会科学的
研究に焦点をあてる．本論文では，森林セラピー
の実践の中で「癒し」の創出過程を検証するため，
「癒し」という語が世俗化した社会背景，そして
その実践と制度的に近いものとしての呪術研究の
レビューを行った．第Ⅳ章では調査地である長野
県信濃町と癒しの森事業の概要を説明し，癒しの
森事業のプログラムの観察結果を述べた．
　第Ⅴ章では，森林セラピーを呪術と置換し，比
較した．とくに森林メディカルトレーナーがどの
ように「癒し」を生成し，維持するのかを考察し
た．概観すると，森林セラピーは呪術と同じく，
森林の「癒し」効果を信じようとする意志と真の
信念が執行者に課されていることが分かった．森
林セラピーの実施の過程をみると，観光者がイ
メージできるように，さまざまな資格を保持する
森林メディカルトレーナーによって，共感の法則
が主に用いられることが分かった．森林セラピー
の儀礼的側面では，それぞれの行為に日常生活で
使用されない材料が準備され，実施の時間と場所
も決められている．そして，形而上的なものに対
する想像力が要求されていることを明らかにし
た．その他，森林セラピーの実践のなかで，科学
的数値を「人が森に癒される」という言葉を用い
て信憑性の象徴とし，「研ぎ澄ますような感じ」
と結びつき，数値によって断片化するという意味
で，身体の疎外化の側面を見せた．
4．結論
　本論文は長野県・信濃町の癒しの森における
「癒し」の創出過程を明らかにすることを社会学
的に考察してきた．先行研究で定義された森林の
「癒し」効果は，議論する余地がない，科学的裏
付けに基づく生理的データによって証明したもの
として扱われてきた．しかし，その「癒し」は，
人為的に創出された記号であるという側面が，本
論文に通底する基本的な構えであった．この構え
に立って，信濃町の癒しの森事業において，「癒し」
という記号に関する言説構築はどのようになされ
ているのかを記述・考察してきた．
　本論文では，「癒しブーム」・「健康の社会化」・
「再魔術化」といった社会背景で，「癒し」という
記号がどのように森林セラピーの実践で生成され
たのかを考察した．無限性がある現代の健康観に
おいて，森林セラピーのような「癒し」を求める
民間医療/補完代替医療の動きを，オルタナティ
ブ・スピリチュアリティを求める「再魔術化」現
象として捉えられた．つぎに，M. モースの呪術
論を援用し，森林セラピーをめぐる「癒し」に関
する言説の生成について検討した．
　その結果，呪術と同じく，「癒し」効果を信じ
ようとする意志と真の信念が執行者によって執行
された森林セラピーをみると，観光者がイメージ
できるように，さまざまな資格を保持する森林メ
ディカルトレーナーによって，共感の法則が主に
用いられることがわかった．ここでは森林セラ
ピーの儀礼的側面と，形而上的なものに対する想
像力が要求されていることを明らかにした．森林
セラピーを呪術と親近性を捉えるうえに，呪術と
同じように意味付与ゲームという特徴があると推
定することができる．森林セラピーで科学的デー
タを利用し，「森林は体を癒す」という記号のヘ
テロ性を克服する営みも見られる．森林セラピー
の「癒し」に関する実践は，ハビトゥスとして捉
えられ，日常生活に浸透していることを明らかに
した．■
